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原子力規制委員会 山中委員
御視察時説明資料

（緊急時対策所での説明用）

2022年8月29日

本資料のうち、枠囲みの内容は機密事
項に属しますので，公開できません。



緊急時即応班（ERF）の概要（１／２）
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●休日・夜間においても、発生直後からの対応の迅速化を図るため、初動対応を確実に実施できる要員を
24時間365日確保することを目指し、初動対応体制の強化を図っている。

●津波等により、現場にアクセスできない状況、原子炉への注水ができない状況に備え、初動の重機・可搬型
設備を扱う専門組織として「緊急時即応班（ＥＲＦ）」を設置し、現在運用開始に向け準備を進めている。

1時間

事象発生
0時間

夜間休日対応者（5名）

当直（5名）

防災長・防災員（5名） ・初期消火 等

初動対応体制の
強化

現場対応の
スペシャリストチーム

運転員（４名以上） ・運転操作

24時間365日体制

初動対応を実行
する専属チーム新設

可搬設備を早期に設置して
過酷な事故に備える

・アクセスルート確保
・注水機能確保
・電源機能確保
・除熱機能確保 等

・要員招集
・状況把握
・対外通報 等

アクセスルートを確保するための
重機の操作

宿直（検討中）

緊急時即応班（４名／班）
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ERFは、真っ先に現場へ駆けつけ初動対応を行うとともに、対策要員を統率し、現場対応に
あたる。
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緊急時即応班（ERF）の概要（２／２）

ERFの設置（ERF:Emergency Response Force／緊急時即応班）

・初動対応の遅れは事
態を悪化させ、事後
の対応が限定される

確実な初動対応体制

・ 緊急時に最善の対応策を
即断し、確実に実施でき
る能力が必要

緊急対応に係る専門組織

24時間
365日体制

緊急時に特化した
オペレーション能力

マルチに
対応できる能力

・ 瓦礫処理、可搬型
設備の運転等、多種
の現場対応が必要

多能工化した要員

対策要員
対策要員対策要員

対策要員
対策要員対策要員

対策要員
対策要員対策要員

現在総員1５名（自衛隊経験者含む）

事象発生

アクセスルートの確保、現場状況に
応じた初動対応の実施

事故収束に必要な可搬型設備設置等の現場対応を統率

ERFの活動イメージ

隊長

現場隊長
現場隊長現場隊長現場隊長

要員参集

隊長

現場隊長 現場隊長 現場隊長 現場隊長

対策要員
対策要員対策要員

ERF

ERF

2014年7月
「緊急時即応班」を設置
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解体物の処理に向けた対応

低レベル放射性廃棄物として処理

クリアランス物として処理

解体

搬出待ちエリア 確認待ちエリア

測定エリア 測定待ちエリア

搬出

保管

測定まで保管クリアランス測定

国による確認
完了まで保管

除染

収納

分別

搬出まで保管

搬出サーベイ

原子炉建屋、タービン建屋
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グレーチングの設置箇所

国による放射能濃度の確認を終え、「放射性物質として扱う必要がないもの」と認められたクリ
アランス金属（約530トン）のうち、約80トンをグレーチング(2311枚)として再利用する。

枠囲みの内容は機密事項に属
しますので，公開できません。
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木村鋳造所との合意形成

○合意形成までの経緯

・ 木村鋳造所に相談を開始（2021年6月）

・ 鋳造所役員、御前崎製作所従業員の浜岡原子力発電所視察（12月・１月）

・ クリアランス再利用計画の公表（2月）

・ マスコミ、発電所および工場周辺住民への説明実施（2月～3月）

・ 約80トンのクリアランス金属を用いた2311枚のグレーチング製造の契約締結（3月）

打合せ風景

(密なコミュニケーションを心がけた) 役員の方々の視察風景

報道風景

（契約締結後にマスコミ公開を行った）
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木村鋳造所との合意形成

○合意形成までのステップ その1

商用軽水炉として初の搬出であるため、風評被害が生じる可能性を懸念

説明の範囲（町内会、環境委員会）、順番を地区選出議員等に相談し、

適切な範囲に丁寧な説明ができるような環境を作った。

マスコミには、記者クラブに出向いたり、個別を訪問することで、丁寧に

説明を行った。

「自分の畑の近くにも敷設して欲しい」等の前向きなご意見多数

ＴＶや新聞等でも持続的な社会形成に繋がる前向きな取り組みであること

を正しく受け取ってもらえた。

公表日翌日の静岡新聞記事 御前崎市議会原子力対策特別委員長のコメント

（静岡放送ニュース）
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木村鋳造所との合意形成

○合意形成までのステップ その2

安心感を持って製造に取り組んでもらえるように

役員だけでなく、御前崎製作所の管理職、組合代表の方に浜岡を視察いただき、他の従業

員の方の疑問・不安に自身で体感した感覚、言葉で、答えてもらえるようにした。

御前崎製作所従業者様には、約270名（ほぼ全員）に説明を実施した。

 御前崎製作所の所長からはクリアランス物を扱うことについて、

「正直はじめは不安だったが、実際にしっかりと管理されている様子を見て

安心した。今は取扱うことに不安はない」とコメント頂いた。

木村鋳造所 所長のコメント
（テレビ静岡ニュース）

木村鋳造所役員によるサーベイ風景


